
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数色の色画像データを入力する入力手段と、
　前記複数色の色画像データをそれぞれ マスクを用い、それぞれ入力したビット
数よりも小さいビット数の量子化データに量子化処理する量子化手段と、
　前記量子化手段からの複数色の量子化データを出力する出力手段とを有し、
　前記量子化手段は、前記複数色の量子化データによって形成される混合色の画像が、ブ
ルーノイズ特性を有するように複数色の色画像データのそれぞれを マスクを用い
量子化処理
　

ことを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記ブルーノイズ特性とは、前記複数色の量子化データによって形成される画像の低周
波数領域のパワースペクトルが高周波数領域のパワースペクトルより小さい特性であるこ
とを特徴とする請求項１記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記量子化手段は、前記複数色の量子化データによって形成される画像の主周波数（カ
ットオフ周波数）ｆｇを基点に、形成される画像がｆｇ以上の高周波数側のパワースペク
トルの積分値（総和）が、ｆｇ未満の低周波数側のパワースペクトルの積分値（総和）以
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上となるように複数色の色画像データのそれぞれを マスクを用い量子化処理する
ことを特徴とする請求項１記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記ｆｇは、記録ドットのグリッド間隔をＲ、印字比率をｇとするとき、
　ｆｇ＝ｇ＾（１／２）／Ｒ（但し、ｇ≦１／２）（１／２＝５０％）
　ｆｇ＝（１－ｇ）＾（１／２）Ｒ（但し、ｇ＞１／２）
であることを特徴とする請求項３記載の画像処理装置。
【請求項５】
　前記複数色の量子化データによって形成される混合色の画像の単位面積当たりの記録ド
ットによって覆われる記録媒体の比率（エリアファクター）が、同じ階調を１色で記録し
た場合のエリアファクターよりも大きく、混合色の画像の空間周波数特性がブルーノイズ
特性を有することを特徴とする請求項１記載の画像処理装置。
【請求項６】
　前記出力手段からの複数色の量子化データに基づきカラー画像を記録形成する記録手段
を更に有することを特徴とする請求項１記載の画像処理装置。
【請求項７】
　前記記録手段はインク液滴を記録媒体に付着させることによってカラー画像を記録形成
することを特徴とする請求項１記載の画像処理装置。
【請求項８】
　複数色の色画像データを入力する入力工程と、
　前記複数色の色画像データをそれぞれ マスクを用い、それぞれ入力したビット
数よりも小さいビットの量子化データに量子化処理する量子化工程と、
　前記量子化工程からの複数色の量子化データを出力する出力工程とを有し、
　前記量子化工程は、前記複数色の量子化データによって形成される混合色の画像が、ブ
ルーノイズ特性を有するように複数色の色画像データのそれぞれを マスクを用い
量子化処理
　

ことを特徴とする画像処理方法。
【請求項９】
　前記ブルーノイズ特性とは、前記複数色の量子化データによって形成される画像の低周
波数領域のパワースペクトルが高周波数領域のパワースペクトルより小さい特性であるこ
とを特徴とする請求項 記載の画像処理方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、多値原画像情報を記録装置の記録レベルに量子化する画像処理装置及び画像処
理方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
近年パソコンやワープロなどのＯＡ機器が広く普及してきており、これら機器で入力した
情報をプリントアウトする方法として、例えばインクジェット方式、電子写真方式、ワイ
ヤードット方式など種々の記録方式が開発されてきている。現状のこれら記録方式では記
録媒体上にドット（記録画素）を記録するかしないかのいわゆる２値記録方式が主流であ
るが、記録画像はパソコンやワープロなどの機能の進化に伴い写真画像やＤＴＰ画像の出
力なども一般的になってきており、清らかな中間調表現の実現が強く望まれてきている。
【０００３】
上記２値記録装置で中間調を表現する代表的な方法として「ディザ法」と「ＥＤ（誤差拡
散）法」が知られているが、該２種類の方式について以下で簡単に説明する。
【０００４】
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ディザ法は、始めに階調を表現する単位マトリクスを決定し、該マトリクス内に記録する
記録画素数を制御することによって階調表現を行う。例えば４＊４の単位マトリクスを規
定した場合、該規定マトリクスに記録する記録画素数を０ドットから１６ドットまで制御
することにより１７段階の階調表現を実現させる階調表現方法である。
【０００５】
一方ＥＤ法は、文献Ｒ．Ｗ．Ｆｌｏｙｄ　ａｎｄ　Ｌ．Ｓｔｅｉｎｂｅｒｇ“Ａｎ　Ａｄ
ａｐｔｉｖｅ　Ａｌｇｏｒｉｔｈｍ　ｆｏｒ　Ｓｐａｔｉａｌ　Ｇｒａｙ　Ｓｃａｌｅ”
ＳＩＤ　７５　Ｄｉｇｅｓｔ（１９７６）にその原理が公開されているように、原画像の
個々の原画画素濃度と、量子化後記録装置により記録される記録画素濃度との濃度差（誤
差データ）を演算し、該演算結果である誤差データを量子化前の周辺画素に特定の重み付
けを施して分散させながら量子化していく階調表現方法である。
【０００６】
前記記録装置は、上記各種の方式を用いて量子化記録データを生成し記録を行う。シリア
ル方式の記録装置にあっては記録媒体上を記録ヘッドを主走査方向に走査させ１ライン分
の記録を行い、該１ラインの記録終了後記録媒体を副走査方向に所定量送って再び記録ヘ
ッドを走査させる動作を繰り返すことにより記録を行う（詳細は後述）。またライン方式
の記録装置にあっては記録媒体の幅方向全域に記録手段が配されており連続的に記録媒体
を走査させることによって記録を行う。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、上記従来の量子化方法、該量子化方法を用いた記録装置にあっては次のような不
具合がある。
【０００８】
前記ディザ法では、基本マトリクスサイズによって表現できる階調数が制限される。また
基本マトリクスの繰り返しで階調表現を行うので原画像パターンによっては該基本マトリ
クスの周期と同調して基本マトリクス周期で記録画像にテクスチャーと称される周期ムラ
が現れることがある。該周期ムラは特に中間調画像に於いて著しい不具合として出力画像
に現れてしまうので、総じて該ディザ法は写真調の自然画像には不向きな量子化方法とい
える。
【０００９】
上記対策として特開昭５６－１４６３６１号公報に開示されているように色毎にディザマ
スクパターンを異ならせるなど、ディザ法で中間調の画質改善を試みる提案は幾つかなさ
れているが該特開昭５６－１４６３６１号公報に開示の技術もディザマトリクスは単純に
乱数で作成するなどの手法であり十分な中間調画質を再現できるレベルには至っていない
。
【００１０】
一方ＥＤ法では、原画濃度と出力濃度との誤差データを空間的に清算していくので、ディ
ザ処理のようにマトリクスサイズによる階調数の制約がないばかりか、原画像濃度に忠実
な出力画像を再現することができるのでディザ法と比べて忠実な中間調記録を実現するこ
とが可能である。またＥＤ法はディザ処理で問題となっている階調数と解像度の両立を可
能としている。よって、特に近年ニーズの増えた写真画像を出力する場合に於いて総じて
ＥＤ法はディザ法よりも高画質化を実現できる手段として受け入れられている。しかしＥ
Ｄ法は１画素を処理するのに要する工程数がディザ法に比べて格段に多いので膨大な処理
時間を要する。高画質化のニーズは記録装置の記録解像度の急速な増加を誘導しているが
、処理する画素数は更にその２乗に比例して増大していく。従ってＥＤ法の処理速度が記
録装置の記録速度を支配してしまう状況も現れてきているのが実状である。
【００１１】
中間調の階調を前記記録装置で再現するにあたり、ディザ法の高速性とＥＤ法の中間調の
再現性の良さを兼ね備えた量子化技術の確立が強く望まれてきているがその実現手段の一
案として例えば米国特許５１１１３１０号明細書には、十分に大きなディザマトリクスを
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用い量子化制御上は従来のディザ法と同等で高速処理の特徴を継続しつつ、該マトリクス
にブルーノイズと称される空間周波数特性を示すパターンを割り付けることでＥＤ調の中
間調再現を実現させる量子化技術が開示されている（以後本文中ではブルーノイズディザ
法と称する）。ブルーノイズディザ法の詳細は、「Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｈａｌｆｔｏｎｉｎ
ｇ」Ｒｏｂｅｒｔ　Ｕｌｉｃｈｎｅｅｙ（Ｔｈｅ　Ｍｉｔ　Ｐｒｅｓｓ　Ｃａｍｂｒｉｄ
ｇｅ，Ｍａｓｓａｃｈｕｓｅｔｔｓ　Ｌｏｎｄｏｎ、Ｅｎｇｌａｎｄ）を始めとして多く
の文献が発表されている。ブルーノイズディザ法は人間の目の感度の優れた低周波成分の
パワースペクトルを抑えて出力画像のノイズ感を低減するディザマトリクスを用いて量子
化を行う手法である。
【００１２】
しかしながら、このブルーノイズディザ法は、各色毎にブルーノイズパターンとなるよう
に、ディザマトリクスが構成されている。従ってカラー画像に記録装置において、各色毎
にブルーノイズディザ処理してその結果に基づき記録した混合色が、ブルーノイズパター
ンとはならない場合があり、これによりカラー画像の画質が劣化する欠点があった。
【００１３】
本発明は上述した従来技術の課題に鑑みなされたものであり、少なくとも２つの色で異な
るマスクを用い、異なるマスクにより量子化された２色の色を用いて表現される２次色の
ドット配列が２つの色のドットを含わせてブルーノイズパターンになるよう配列されてい
るマスクを用いて量子化することにより、記録装置の有する記録色（１次色）の中間調画
像だけではなく、記録色の組み合せにより表現される混合色の中間調画像をも含めた階調
表現を、高速且つ高画質で再現することができる画像処理装置及び画像処理方法の提供を
目的とする。
【００１４】
【課題を解決するための手段】
　上述の目的を達成するため本発明の画像処理装置は、複数色の色画像データを入力する
入力手段と、前記複数色の色画像データをそれぞれ マスクを用い、それぞれ入力
したビット数よりも小さいビット数の量子化データに量子化処理する量子化手段と、前記
量子化手段からの複数色の量子化データを出力する出力手段とを有し、前記量子化手段は
、前記複数色の量子化データによって形成される混合色の画像が、ブルーノイズ特性を有
するように複数色の色画像データのそれぞれを マスクを用い量子化処理

ことを特徴とする。
【００１５】
　又、本発明の画像処理方法は、複数色の色画像データを入力する入力工程と、前記複数
色の色画像データをそれぞれ マスクを用い、それぞれ入力したビット数よりも小
さいビットの量子化データに量子化処理する量子化工程と、前記量子化工程からの複数色
の量子化データを出力する出力工程とを有し、前記量子化工程は、前記複数色の量子化デ
ータによって形成される混合色の画像が、ブルーノイズ特性を有するように複数色の色画
像データのそれぞれを マスクを用い量子化処理

ことを特徴と
する。
【００１６】
【発明の実施の形態】
〈概要〉
本実施の形態における量子化処理では、量子化方法として前記ディザ法を用い、ディザマ
トリクスとしてブルーノイズパターンを用いる。更に、少なくとも２つの色の該マスクの
パターンは異なるパターンのマスクとし、該異なる２色により表現される２次色の該２つ
の色のドットの並びがブルーノイズパターンとなるよう最適化する。即ち、該２つの色を
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用いて記録を行う２次色がブルーノイズパターンとなる性質を有する。
【００１７】
このように、複数の記録色を用いて記録を行うカラー記録装置に於いて、２次色がブルー
ノイズパターンとなるマスクを用いることにより、記録色（１次色）の中間調だけではな
く、複数の記録色の組み合わせにより表現される混合色の中間調をも含めた階調表現を、
高速且つ高画質で再現することが可能な画像処理装置及び画像処理方法を提供することが
できる。
【００１８】
〔第１の実施の形態〕
次に図面を参照して具体的に説明する。図２は本発明が通用される画像処理システムを示
した図である。図においてホスト１００はＣＰＵ１０１と、メモリ１０２と、外部記憶部
１０３と、入力部１０４と、プリンタとのインターフェイス１０５とを備えている。ＣＰ
Ｕ１０１はメモリ１０２に格納されたプログラムを実行することで後述する色処理、量子
化処理の手順などを実現する。このプログラムは外部記憶部１０３に記憶され、外部装置
部から供給される。なお、ホスト１００は量子化処理のためのハードウエアを備え量子化
処理をハードウエアで行わせることもできる。ホスト１００はインターフェイス１０５を
介して記録装置２００と接続されており、色処理を施した画像データを記録装置２００に
送信して印刷記録を行わせる。
【００１９】
〈記録装置〉
図３は図２の記録装置２００の斜視説明図である。ここでは例として、インクジェット方
式の記録装置を説明する。
【００２０】
先ず記録装置２００の全体構成を説明すると、図３に於いて１は紙或いはプラスチックシ
ートよりなる記録シートであって、カセット等に複数枚積層されたシート１が給紙ローラ
（不図示）によって一枚ずつ供給され、一定間隔を隔てて配置され、夫々個々のステッピ
ングモータ（図示せず）によって駆動する第１搬送ローラ対３及び第２搬送ローラ対４に
よって矢印Ａ方向に搬送されるごとく構成されている。
【００２１】
５は前記記録シート１に記録を行うためのインクジェット式の記録ヘッドである。インク
は不図示のインクカートリッジより供給され、ノズルから画信号に応じて吐出される。こ
の記録ヘッド５及びインクカートリッジはキャリッジ６に搭載され、該キャリッジ６には
ベルト７及びブーリ８ａ，８ｂを介してキャリッジモータ２３が連結している。従って、
前記キャリッジモータ２３の駆動により前記キャリッジ６がガイドシャフト９に沿って往
復走査するように構成されている。
【００２２】
前記構成により、記録ヘッド５が矢印Ｂ方向に移動しながら画信号に応じてインクを記録
シート１に吐出してインク像を記録し、必要に応じて記録ヘッド５はホームポジションに
戻ってインク回復装置２によりノズルの目づまりを解消すると共に、搬送ローラ対３，４
が駆動して記録シート１を矢印Ａ方向に１行分搬送する。これを繰り返すことによって記
録シート１に所定記録を行うものである。
【００２３】
次に記録装置２００の各部材を駆動させる為の制御系について説明する。
【００２４】
この制御系は図３に示すように、例えばマイクロプロセッサ等のＣＰＵ２０ａ，該ＣＰＵ
２０ａの制御プログラムや各種データを格納しているＲＯＭ２０ｂ，及びＣＰＵ２０ａの
ワークエリアとして使用されると共に、記録画像データなどの各種データの一時保管等を
行うＲＡＭ２０ｃ等を備えた制御系２０、インターフェイス２１、操作パネル２２、各モ
ータ（キャリッジ駆動用のモータ２３、給紙モータ駆動用モータ２４、第１搬送ローラ対
駆動用のモータ２５、第２搬送ローラ対駆動用モータ２６）を駆動するためのドライバー
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２７、及び記録ヘッド駆動用ドライバー２８からなる。
【００２５】
上記制御部２０はインターフェイス２１を介して操作パネル２２からの各種情報（例えば
文字ピッチ、文字種類等）や、外部装置２９との画信号などのＩ／Ｏ（情報の入出力）を
行う。また前記制御部２０はインターフェイス２１を介して各モータ２３～２６を駆動さ
せるためのＯＮ，ＯＦＦ信号、及び画信号を出力し、該画信号によって各部材を駆動させ
る。
【００２６】
〈画像処理部〉
次に、前記記録装置で記録を行う記録データをホスト１００で生成する場合の画像処理方
法について説明する。
【００２７】
ホスト１００における画像処理は外部に記憶部１０３の格納しているプログラムに基づき
ＣＰＵ１０１が実行する。又ハードウエアにより実現することもできる。
【００２８】
図５は該画像処理を説明する図で、入力されるＲＧＢ各８ビット（２５６階調）画像デー
タをＣＭＹＫ各色１ビットデータとして出力する処理フローである。
【００２９】
ＲＧＢ各色８ビットデータはまず輝度濃度変換ステップＳ１でＣＭＹ各色８ビットデータ
に変換される。本実施の形態では以下に記すログ変換が行われる。
【００３０】
Ｃ０＝（－２５５／２．４）＊（ｌｏｇ１０〔Ｒ／２５５〕）
Ｍ０＝（－２５５／２．４）＊（ｌｏｇ１０〔Ｇ／２５５〕）
Ｙ０＝（－２５５／２．４）＊（ｌｏｇ１０〔Ｂ／２５５〕）
【００３１】
次にＣ０、Ｍ０、Ｙ０の各８ビットデータはマスキングステップＳ２により色空間変換の
ためにマスキング変換される。本実施の形態では入力ＣＭＹデータに〔３＊３〕の行列変
換が施されＣ１，Ｍ１，Ｙ１各色８ビットのデータが出力される。
【００３２】
次に黒生成のＵＣＲ／ＢＧ処理がステップＳ３で施される。本ＵＣＲ／ＢＧステップの処
理では下色除去と黒生成が行われ、Ｃ１、Ｍ１、Ｙ１各色８ピットデータがＣ２，Ｍ２，
Ｙ２，Ｋ２各色８ビットデータに変換される。具体的にはＣ１，Ｍ１，Ｙ１の各色記録デ
ータの最小値ｕｃ（ｕｃ＝ｍｉｎ〔ＣＭＹ〕）をアンダーカラーとして各Ｃ１，Ｍ１，Ｙ
１から除去（リムープ）し、該除去した最小値ｕｃに応じてＣ１，Ｍ１，Ｙ１及びＫに黒
生成成分を追加してＣ２、Ｍ２、Ｙ２、Ｋ２を生成する。
【００３３】
Ｃ２＝Ｃ１－ｕｃ＋ＣＧＲ〔ｕｃ〕
Ｍ２＝Ｍ１－ｕｃ＋ＭＧＲ〔ｕｃ〕
Ｙ２＝Ｙ１－ｕｃ＋ＹＧＲ〔ｕｃ〕
Ｋ２＝ＢＧＲ〔ｕｃ〕
ここでＣＧＲ〔ｕｃ〕、ＭＧＲ〔ｕｃ〕、ＹＧＲ〔ｕｃ〕がすべてのｕｃに対してゼロの
時、黒生成はＫインク画像のみにより行われる。該ＣＧＲ〔ｕｃ〕、ＭＧＲ〔ｕｃ〕、Ｙ
ＧＲ〔ｕｃ〕がｕｃに応じて値を有することにより、アンダーカラーとして除去した黒成
分の一部がＫインクのデータとして、残りがＣ，Ｍ，Ｙのカラー成分の混含（コンポジッ
トＢｋ）として表現されることとなる。
【００３４】
この後、出力γ補正がステップＳ４で施され色処理は完了し、出力γ補正後のＣ３，Ｍ３
，Ｙ３，Ｋ３各色８ビットデータが、２値化処理ステップＳ５で前記ランダムディザの面
積階調表現処理によりＣＭＹＫ各色１ビット情報に変換されて「印字する／しない」を表
わす２値記録データとなり、記録装置に転送され記録が行われる。具体的にはＣ３，Ｍ３
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，Ｙ３，Ｋ３の８ビットデータをそれぞれのディザマスク内の閾値を比較しその大小によ
り１ビット情報に変換する。
【００３５】
本実施の形態で用いるランダムディザは前記ブルーノイズディザであるが、該ブルーノイ
ズディザのマトリクスマスク生成方法やその特徴については前記「ＵＳＰ５１１１３１０
」、「Ｊｏｕｒｎａｌ　ｏｆ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　ｌｍａｇｉｎｇ／Ｊａｎｕａｒｙ
　１９９４／Ｖｏｌ．３（１）Ｐ９２－９７］や〔Ｊ．Ｏｐｔ．Ｓｏｃ．ＡｍＡ／Ｖｏｌ
．９，Ｎｏｌｌ／Ｎｏｖｅｍｂｅｒ　１９９２（Ｄｉｇｌｔａｌ　ＨａｌｆｔｏｎＩｎｇ
　ＴｅｃｈｎＩｑｕｅ　Ｕｓｌｎｇ　ａ　Ｂｌｕｅ－Ｎｏｉｚｅ　Ｍａｓｋ）〕に開示さ
れており当業者には公知の技術であるのでここでの更なる詳細な説明は省略する。
【００３６】
〈量子化処理〉
前記画像処理では量子化方法としてランダムディザ法を用いているので前述したようにＥ
Ｄ法を用いる場合と比べて格段に処理負担が少なくて済むので記録速度の高速化が実現で
きるのに加え、前記従来のディザ法を用いる場合と比較して高画質中間調画像記録を実現
することができる。以上のように必要処理容量と出力画質のバランスから該ランダムディ
ザは最良の選択技の１つといえる。しかしランダムディザにも前述の問題は包含している
。即ち、中間調の特にハイライト部に若干のノイズ感が出やすい問題である。該ハイライ
ト部にノイズ感が生じる原因は多々存在する。代表的なものを以下で考察する。
【００３７】
１つは画像の低周波領域に存在するパワースペクトルである。前記のように人間の目の感
度は低周波領域の感度の方が高周波領域の感度に比べ格段に敏感であるために、該低周波
領域に周期性を持っている（パワースペクトルが存在する）とノイズ感として違和感を生
じさせてしまうことが知られている。ブルーノイズ法を用いたディザマトリクスマスクを
用いても、すべての中間調領域において完全に低周波スペクトルを除去することは困難で
あり該一部残った低周波領域のパワースペクトルがノイズ感の原因となる場合がある。こ
れは、全階調領域の出力画像の低周波スペクトルを完全にゼロにするようなディザマトリ
クスを生成することは極めて困難であるためである。ディザマトリクスを生成する場合、
マトリクスに閾値を当てはめていくに従って閾値の取りうる自由度が制約されてくる。仮
に該マトリクスに０から２５５の閾値を配する時に１２７を基準に順にマトリクスを生成
していくと最後の２５５の閾値はその時点で開いている場所に自動的に閾値を当てはめる
しか方法がなくなる。つまり最後の閾値２５５に関しては閾値を配する場所の自由度は全
くないこととなる。１つのディザマトリクスに閾値を当てはめていく場合必ず最初に割り
付ける閾値に対して後から割り付ける閾値の位置自由度は下がるのですべての階調領域に
於いて完全なブルーノイズパターンを確立することは困難となる。よって、実用されるマ
トリクスパターンでは低周波数のパワースペクトルを完全には排除しきれず、その結果出
力画像にノイズ感が生じてしまう。
【００３８】
また、原理的に完全なブルーノイズパターンを実現していたとしても、記録装置には記録
に際し各種のばらつき要因を持つ。例えば前記のようにシリアルプリンタでは記録ヘッド
を記録媒体上を走査させながら１ラインの記録を行い、１ラインの記録の終了後記録媒体
を該１ライン相当搬送することを繰り返して記録を行っていくが、該記録ヘッドや記録媒
体を走査する該走査量のばらつき、或いは各色の記録ヘッドを取り付けている取りつけ位
置のばらつきなど極々のばらつき要因によって記録画素の記録される位置はばらつく。該
ばらつきに起因して実印字画像の周波数特性はブルーノイズ特性からホワイトノイズ特性
に移行してしまい全体にノイズ感の広がったざらついた感じの出力画像となってしまう。
【００３９】
上記各種ばらつき要因による影響は、出力画像の階調値にはよらずすべての画像領域で同
等に生じているが、詳細に記録画像を観察すると目視上ではハイライト部の低階調領域ほ
どノイズ感が強く感じられる。記録画素の記録位置が低階調領域の記録時に際立って悪く
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なることは考えづらい。即ち、同じように記録位置がずれてブルーノイズ特性がホワイト
ノイズ特性に移行しているにもかかわらずその視覚的影響は中高階調部では受けづらい。
視覚上の影響は心理値であり明確な究明は容易ではないが、大きな要因の１つは記録画素
のコントラストの差であると考えられる。ハイライト部は白い記録媒体に記録ドットがま
ばらに記録されている状態であり個々の記録画素の位置が明瞭である。それに対して、あ
る程度以上の濃度に達する階調部では多くの記録ドットが一定エリアの中に集中して存在
しており、目視上は全体としてグレーと受けとられている。無論２値記録で中間調を表現
しているのであるから、ドット密度の疎密は感じられ、記録ドット位置が全体にホワイト
ノイズ化されていればそのノイズ感は判別するが、ノイズ感は背景色の中の記録ドットの
位置の周期性を判断するものであるから、ハイライト部と比較して中高階調部のほぼグレ
ーと化している背景の中に存在する記録ドットのコントラストが十分に低い為にその周期
性に依存するノイズ感を視覚上強く感じないものと思われる。ここで重要なことは、単位
面積当たりに印字によってカバーされている印字領域をエリアファクターと定義した場合
に、該エリアファクターの高い（即ち紙の白地の残っている比率が少ない）画像の方が、
エリアファクターの低い画像に比べてホワイトノイズに起因したノイズ感を視覚上受け難
いという事実である。
【００４０】
即ち、２値記録画像の中間調領域で生じるノイズ感を低減するのにエリアファクターを高
める手段は有効な手法の１つといえる。一方、中間調の忠実な再現が強く期待される写真
調の画像にあっては様々な色相の色が使われるが、一般的なカラー記録装置が有する記録
色はＣ，Ｍ，Ｙの３色なので該１次色（Ｃ，Ｍ，Ｙ）を組み合わせることによって様々な
色調を再現する。従って、画像全体からノイズ感を低減するためには１次色の色の中間調
画像を向上されるだけでは不十分で２次色以上の混合色のノイズ感を低減することが重要
となる。混合色が１次色のドットの組み合わせにより生成するのであるから混合色を作る
際にエリアファクターが大きくなるように各１次色の各ドットが極力重ならないようにド
ットを生じさせる制御が望ましい。つまり、ランダムディザの色毎のマスクパターンを色
毎に異ならせておくことで混合色の中間調画像の記録を行う際のエリアファクターを相対
的に高めることが可能となり、様々な色相の色で構成されている写真調の中間調画像の高
画質化が実現できる。
【００４１】
だが、無規則に色毎のマスクパターンを異ならせるだけではノイズ感の低減は達成できな
い場合がある。ノイズ感を低減するために各１次色のランダムディザマスクパターンをブ
ルーノイズパターンとしても、中間調画像を重視する写真調の画像では前述の通り混合色
で記録される画像が多いために、色毎のドットの組み合わせによっては混合色を構成する
ドットをトータルで見た場合、ドット配列がブルーノイズ配列でなくなってしまっている
場合がある。ノイズ感を低減するためにエリアファクター低減を狙って色毎にマスクをず
らしたことで、背景色とのドットコントラストは低減してドット単体は目立たなくなった
が、ドット配列の空間周波数特性が低周波側にシフトしてしまい総合的にノイズ感の低減
が図れなくなってしまう場合がある。
【００４２】
よって、１次色の中間調記録画像の空間周波数特性をブルーノイズとし、エリアファクタ
ーを増大させる目的で色毎のディザマスク、特に低明度でノイズ感に影響を与えやすいＣ
，Ｍのディザマスクを別マスクとして設定し、該Ｃ，Ｍの混合色であるＢ（ブルー）の中
間調画像を再現する時のＣとＭの混合ドット配列もブルーノイズ特性を保持するＣ，Ｍの
ディザマスクを用いることで、混合色の中間調画像を多く含む写真調の出力画像のノイズ
感を低減した中間調記録を行わせる。
【００４３】
図１は上記条件を満足するディザマスクパターンを作成するブロック図である。図１にお
いて、５０は既知の方式により生成されたブルーノイズディザマスクパターンであり、空
間周波数特性がブルーノイズ特性を示す。該パターンのマトリクスサイズは〔２５６＊２
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５６〕で、０から２５５までの評価値（閾値）がそれぞれ各２５６個ずつ配されている。
７０、８０、９０、９５はＣ，Ｍ，Ｙ，Ｋそれぞれの色のディザマスクパターンであり、
該マスクパターンは前記ベースマスクパターン５０から、変換部６０のデータ変換により
生成される。前記ベースマスクパターン５０のｘ行ｙ列の評価値をＰ（ｘ，ｙ）、Ｃ，Ｍ
，Ｙ，Ｋそれぞれのディザマスクパターン７０、８０、９０、９５のｘ行ｙ列の評価値を
それぞれＣ（ｘ，ｙ）、Ｍ（ｘ，ｙ）、Ｙ（ｘ，ｙ）、Ｋ（ｘ，ｙ）とすると、Ｐ（ｘ，
ｙ）の評価値に応じてＣ（ｘ，ｙ）、Ｍ（ｘ，ｙ）、Ｙ（ｘ，ｙ）、Ｋ（ｘ，ｙ）の値は
変換部６０により以下の通り生成される。
【００４４】
　Ｐ（ｘ，ｙ）＜３２の時、Ｃ（ｘ，ｙ）＝Ｐ（ｘ，ｙ）＋２２４
　Ｍ（ｘ，ｙ）＝Ｐ（ｘ，ｙ）
　Ｙ（ｘ，ｙ）＝Ｐ（ｘ，ｙ）
　Ｋ（ｘ，ｙ）＝Ｐ（ｘ，ｙ）
　Ｐ（ｘ，ｙ）≧３２の時、Ｃ（ｘ，ｙ）＝Ｐ（ｘ，ｙ） ３２
　Ｍ（ｘ，ｙ）＝Ｐ（ｘ，ｙ）
　Ｙ（ｘ，ｙ）＝Ｐ（ｘ，ｙ）
　Ｋ（ｘ，ｙ）＝Ｐ（ｘ，ｙ）
　以上のように各色のディザマスクパターンを設定することにより、ＣとＭの１次色の混
合色として再現されるＢ（ブルー）系統の色が以下のように再現される。
【００４５】
階調値３２（３２／２５５）以下の低階調のＢ画像印字時、Ｃのドットの生起位置がＭの
３２階調目以降に印字されるドット位置から印字されはじめるので、例えばＢの３２階調
目の画像のＣとＭのドットを論理和したドット位置は、Ｍ６４階調のＭのドット位置と同
じになる。前記の通り、階調値が上がってエリアファクターが上がるほど空間周波数特性
が同じであってもノイズ感は低減される。よって、前記Ｃ，Ｍのマスクパターンを設定す
ることによりＢ系統の画像は、１次色の同低階調画像と比べてエリアファクターが大きく
且つＣ，Ｍのドットをあわせたドットパターンがブルーノイズ特性を示すので、相乗的に
ノイズ感が抑制される。無論本実施の形態によるマスクパターンの設定では６４階調目以
降はＢ色系統の画像であってもＣとＭのドットが重なって印字されるのでエリアファクタ
ーを増大させる効果は薄れるが、階調値が高い（高濃度部）ではノイズ感は低減されるの
で問題はない。
【００４６】
勿論ノイズ感が低減される臨界点は記録装置の解像度やドット濃度などに影響されるため
すべての記録装置で同じではないので、本実施の形態のように階調値６４以下のノイズ感
を抑制するだけでは不十分な系の場合や、逆にもっと低階調部ですでにノイズ感が認識で
きない系もあるので、対象とする系において最適値は設定するべきものであり、本実施の
形態の６４階調目に限定されるものではない。
【００４７】
また、本実施の形態におけるブルーノイズ特性を以下の通り定義する。ドットのグリッド
間隔を「Ｒ」、印字比率を「ｇ」とするとき主周波数（カットオフ周波数）ｆｇを以下の
ように定義した場合に、
ｆｇ＝ｇ＾（１／２）／Ｒ（但し、ｇ≦１／２）（１／２＝５０％）
ｆｇ＝（１－ｇ）＾（１／２）／Ｒ（但し、ｇ＞１／２）
出力画像のｆｇを基点としてｆｇ以上の高周波数側のパワースペクトルの積分値（総和）
が、ｆｇ未満の低周波数側のパワースペクトルの積分値（総和）よりも大きい空間周波数
特性を有し、且つ空間周波数に対するパワースペクトルの変化が滑らかに連続する出力画
像特性と定義する。
【００４８】
この様に第１の実施の形態によれば、ディザマトリクスを用いて多値データを記録装置の
量子化レベルに量子化し記録を行う記録装置に於いて、量子化処理で用いられるマスクパ
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ターンを少なくとも２つの色で異なるマスクを用い、異なるマスクにより量子化された２
色の色を用いて表現される２次色のドット配列が２つの色のドットを含わせてブルーノイ
ズパターンになるよう配列されているマスクを用いて量子化することにより、記録装置の
有する記録色（１次色）の中間調画像だけではなく、記録色の組み合わせにより表現され
る混合色の中間調画像をも含めた階調表現を、高速且つ高画質で再現することが可能とな
る。
【００４９】
（第２の実施の形態）
次に色毎のマスクを生成する第２の実施の形態について説明する。
【００５０】
前記実施の形態ではＣ（シアン）のディザマスクはＭ（マゼンタ）のディザマスクをオフ
セットして用いたが、次のようにマスクを生成してもよい。
【００５１】
図６は第２の実施の形態におけるマスク生成方法である。図６でＰはブルーノイズ特性を
有する「２５６＊２５６」画素のＹマスクであるとともに、Ｃ（シアン）、Ｍ（マゼンタ
）のマスクを生成する元となるベースマスクである。該ベースマスクＰは、階調が前記実
施の形態同様８ビット（２５６）階調であるので、０から２５５までの数値（以下、評価
値と称する）がそれぞれ２５６個ずつ配されている。ここで、ベースマスクＰの千鳥／逆
千鳥のポジションの評価値を抜き出しＰＣ０、ＰＭ０マスクを生成する。千鳥位置の評価
値を抜き出した該ＰＣ０マスクも０から２５５までの評価値が存在するが、該０から２５
５の評価値を１／２した（２で割って整数部の商をとった）ＰＣ１マスクを生成する。該
ＰＣ１は０から１２７までの数値をとるマスクとなる。同様に、ＰＭ０の評価値１／２し
たＰＭ１マスクを生成する。そしてＣ（シアン）マスクとして、「千鳥位置にはＰＣ１マ
スクの評価値」を、そして逆千鳥位置には「ＰＭ１マスクの各評価価値に１２８を加算」
した評価値を組み合わせたＣのディザマスクＰＣを生成する。同様に「逆千鳥にＰＭｌマ
スクの評価値」を、そして千鳥位置に「ＰＣ１マスクの各評価値に１２８を加算」した評
価値を組み合わせたＭのディザマスクＰＭを生成する。
【００５２】
以上のように評価値を組み合わせて、Ｃ，Ｍマスクを生成することにより、５０％階調値
までのＢ（ブルー）中間調画像は、同階調値の１次色の中間調画像と比べて２倍のエリア
ファクターとすることができ、且つ明度が低くノイズ感が目立ちやすいＢ系統の中間調画
像の空間周波数特性をブルーノイズ特性で再現できるので、写真調の画像などを高画質で
記録することが可能となる。
【００５３】
（その他の実施の形態）
前記実施の形態ではＣ（シアン）とＭ（マゼンタ）のディザマスクに特化して説明してき
たが、Ｙ（イエロー）や、その他記録装置が有する各１次色のマスクを各１次色の混合色
を再現する時にエリアファクターが向上するように最適化することも勿論可能である。又
、実施の形態では、ブルーノイズ特性を有するマスクを説明してきたが、記録画像の空間
周波数特性が相対的に〔低周波数部のパワースペクトル〕＜〔高周波高周波部のパワース
ペクトル〕を満たす記録画像であれば本発明の効果は享受できる。
【００５４】
また、前記実施の形態では１つのブルーノイズ特性を示すベースマスクから複数色のマス
クパターンを生成したが、例えば図６のように予めドットを印字できるポジションを千鳥
位置、或いは逆千鳥位置などのように規定し、読取りうる位置の中でブルーノイズ特性を
示すパターンを別個に生成しても勿論良い。この時該ポジションを千鳥／逆千鳥に限定す
る必要はないが、混合色が印字される際、同色が固まってしまうと美しい混合色の再現が
妨げられてしまうので、極力分散されていることが望ましい。
【００５５】
なお、以上の実施の形態において、特にインクジェット記録方式の中でも、インク吐出を
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行わせるために利用されるエネルギーとして熱エネルギーを発生する手段（例えば電気熱
変換体やレーザ光等）を備え、前記熱エネルギーによりインクの状態変化を生起させる方
式を用いることにより記録の高密度化、高精細化が達成できる。
【００５６】
その代表的な構成や原理については、例えば、米国特許第４７２３１２９号明細書、米国
特許第４７４０７９６号明細書に開示されている基本的な原理を用いて行うものが好まし
い。この方式はいわゆるオンデマンド型、コンティニュアス型のいずれにも適用可能であ
るが、特に、オンデマンド型の場合には、液体（インク）が保持されているシートや液路
に対応して配置されている電気熱変換体に、記録情報に対応していて膜沸騰を越える急速
な温度上昇を与える少なくとも１つの駆動信号を印加することによって、電気熱変換体に
熱エネルギーを発生せしめ、記録ヘッドの熱作用面に膜沸騰を生じさせて、結果的にこの
駆動信号に１対１で対応した液体（インク）内の気泡を形成できるので有効である。この
気泡の成長、収縮により吐出用開口を介して液体（インク）を吐出させて、少なくとも１
つの滴を形成する。この駆動信号バルス形状をすると、即時適切に気泡の成長収縮が行わ
れるので、特に応答性に優れた液体（インク）の吐出が達成でき、より好ましい。
【００５７】
このパルス形状の駆動信号としては、米国特許第４４６３３５９号明細書、米国特許第４
３４５２６２号明細書に記載されているようなものが適している。なお、上記熱作用面の
温度上昇率に関する発明の米国特許第４３１３１２４号明細書に記載されている条件を採
用すると、さらに優れた記録を行うことができる。
【００５８】
記録ヘッドの構成としては、上述の各明細書に開示されているような吐出口、液路、電気
熱変換体の組み合わせ構成（直線状液流路または直角液流路）の他に熱作用面が屈曲する
領域に配置されている構成を開示する米国特許第４５５８３８３号明細書、米国特許第４
４５９６００号明細書を用いた構成も本発明に含まれるものである。加えて、複数の電気
熱変換体に対して、共通するスロットを電気熱変換体の吐出部とする構成を開示する特開
昭５９－１２３６７０号公報や熱エネルギーの圧力波を吸収する開口を吐出部に対応させ
る構成を開示する特開昭５９－１３８４６１号公報に基づいた構成としても良い。
【００５９】
さらに、記録装置が記録できる最大記録媒体の幅に対応した長さを有するフルラインタイ
プの記録ヘッドとしては、上述した明細書に開示されているような複数記録ヘッドの組み
合わせによってその長さを満たす構成や、一体的に形成された１個の記録ヘッドとしての
構成のいずれでもよい。
【００６０】
加えて、上記の実施形態で説明した記録ヘッド自体に一体的にインクタンクが設けられた
カートリッジタイプの記録ヘッドのみならず、装置本体に装着されることで、装置本体と
の電気的な接続や装置本体からのインクの供給が可能になる交換自在のチップタイプの記
録ヘッドを用いてもよい。
【００６１】
また、以上説明した記録装置の構成に、記録ヘッドに対する回復手段、予備的な手段等を
付加することは記録動作を一層安定にできるので好ましいものである。これらを具体的に
挙げれば、記録ヘッドに対してのキャッピング手段、クリーニング手段、加圧あるいは吸
引手段、電気熱変換体あるいはこれとは別の加熱素子あるいはこれらの組み合わせによる
予備加熱手段などがある。また、記録とは別の吐出を行う予備吐出モードを備えることも
安定した記録を行うために有効である。
【００６２】
以上説明した実施の形態においては、インクが液体であることを前提として説明している
が、室温やそれ以下で固化するインクであっても、室温で軟化もしくは液化するものを用
いても良く、あるいはインクジェット方式ではインク自体を３０℃以上７０℃以下の範囲
内で温度調整を行ってインクの粘性を安定吐出範囲にあるように温度制御するものが一般
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的であるから、使用記録信号付与時にインクが液状をなすものであればよい。
【００６３】
加えて積極的に熱エネルギーによる昇温をインクの固形状態から液体状態への状態変化の
エネルギーとして使用せしめることで積極的に防止するため、またはインクの燕発を防止
するため、放置状態で固化し加熱によって液化するインクを用いても良い。いずれにして
も熱エネルギーの記録信号に応じた付与によってインクが液化し、液状インクが吐出され
るものや、記録媒体に到達する時点では既に固化し始めるもの等のような、熱エネルギー
の付与によって初めて液化する性質のインクを使用する場合も本発明は適用可能である。
このような場合インクは、特開昭５４－５６８４７号公報あるいは特開昭６０－７１２６
０号公報に記載されるような、多孔質シート凹部または貫通孔に液状または固形物として
保持された状態で、電気熱変換体に対して対向するような形態としてもよい。本発明にお
いては、上述した各インクに対して最も有効なものは、上述した膜沸騰方式を実行するも
のである。
【００６４】
さらに加えて、本発明に係る記録装置の形態としては、コンピュータ等の情報処理機器の
画像出力端末として一体または別体に設けられるものの他、リーダ等と組み合わせた複写
装置、更には送受信機能を有するファクシミリ装置の形態を取るものであっても良い。
【００６５】
また本発明は、例えば、ホストコンピュータ、インタフェイス機器、リーダ、プリンタ等
の複数のデバイスによって構成されるシステムにも適用でき、更に、例えば、複写機、フ
ァクシミリ装置等の単体の装置に適用できる。
【００６６】
又、前述した実施形態の機能を実現するソフトウェアのプログラムコードを記録した記憶
媒体を、システムあるいは装置に供給し、そのシステムあるいは装置のコンピュータ（ま
たはＣＰＵやＭＰＵ）が記憶媒体に格納されたプログラムコードを読出し実行することに
も適用できる。
【００６７】
この場合、記憶媒体から読み出されたプログラムコード自体が、上述した実施形態の機能
を実現することになり、そのプログラムコードを記憶した記憶媒体は本発明を構成するこ
とになる。プログラムコードを供給するための記憶媒体としては、例えば、フロッピーデ
ィスク、ハードディスク、光ディスク、光磁気ディスク、ＣＤ－ＲＯＭ，ＣＤ－Ｒ，磁気
テープ、不揮発性のメモリカード、ＲＯＭ等を用いることができる。
【００６８】
また、コンピュータが読み出したプログラムコードを実行することにより、上述した実施
形態の機能が実現されるだけでなく、そのプログラムコードの指示に基づき、コンピュー
タ上で稼働している　ＯＳ（オペレーティングシステム）等が実際の処理の一部または全
部を行い、その処理によって、上述した実施形態の機能が実現される場合も含まれること
は言うまでもない。
【００６９】
さらに、記憶媒体から読み出されたプログラムコードが、コンピュータに挿入された機能
拡張ボードやコンピュータに接続された機能拡張ユニットに備わるメモリに書込まれた後
、そのプログラムコードの・指示に基づき、その機能拡張ボードや機能拡張ユニットに備
わるＣＰＵ等が実際の処理の一部または全部を行い、その処理によって、上述した実施形
態の機能が実現される場合も含まれることは言うまでもない。
【００７０】
【発明の効果】
以上説明した如く本発明によれば、少なくとも２つの色で異なるマスクを用い、異なるマ
スクにより量子化された２色の色を用いて表現される２次色のドット配列が２つの色のド
ットを含わせてブルーノイズパターンになるよう配列されているマスクを用いて量子化す
ることにより、記録装置の有する記録色（１次色）の中間調画像だけではなく、記録色の
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組み合せにより表現される混合色の中間調画像をも含めた階調表現を、高速且つ高画質で
再現することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本実施の形態における各色の量子化ディザマスクの生成方法を示した図である。
【図２】本実施の形態における画像処理システムを示したブロック図である。
【図３】記録装置の主要部の機構を示す斜視図である。
【図４】記録装置の制御ロジックを説明するブロック図である。
【図５】画像処理の流れを説明する図である。
【図６】第２の実施の形態におけるマスクの生成方法を説明するための図である。
【符号の説明】
１　記録シート
２　インク回復装置
３　第１搬送ローラ
４　第２搬送ローラ
５　記録ヘッド
６　キャリッジ
７　ベルト
８ａ，８ｂ　プーリ
９　ガイドシャフト
１０　インクカートリッジ
２０　制御部
２０ａ　ＣＰＵ
２０ｂ　ＲＯＭ
２０ｃ　ＲＡＭ
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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